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This report describes how the Architecture-related courses were started in FY2010 and how these courses have 
been developed in FY2011 at Department of Urban Environmental Design and Engineering, Kagoshima National 
College of Technology (KNCT). This report focuses in to a subject named “Landscape Design” and describes its 
development through two years. The subject provided students basic knowledge of Landscape Design, and 
opportunities for investigation of scenic sites around Hayato/Aira plain. After the classroom lectures and site visit, 
students were requested to create their own original plans with large scale site models. The education grant of 
KNCT by the school principal discretion supported these activities. 
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はじめに 
 鹿児島工業高等専門学校において平成 22 年度、土
木工学科が都市環境デザイン工学科として改称され、
建築系の講座を複数開設する運びとなった。本校にお
いて建築関連の講座がどのように開設され、立ち上げ
られたかを記録することは、校史においても重要であ
ると考え、校内（教育）助成に基づく報告の機会を活
用することとする。昨年度の報告では、基礎科目であ
る都市環境デザイン工学概論と基礎製図Ⅰ（いずれも
1 年生対象）に焦点を当て記述した。本報告では、応
用科目である景観設計（5 年生対象）について平成 22
年度と 23 年度に亘って記述する。 
 １．平成 22 年度景観設計 
本講義は、土木工学科 5 年生を対象とし後期に行う
集中講義（座学）と現場見学および模型製作（実技）
をともなう複合形式の必修科目（2 単位）である。ま
た、この講座は、前年度（平成 21 年度）までの「意
匠設計」とほぼ同内容のものであり、座学と現場見学
で学んだ知識を活かして、公園を設計提案することが、
その大まかな流れである。 
 
１－1 座学 
集中講義については、例年に習い熊本大学で景観デ
ザインを専門とされる星野准教授にお願いした（図 1）。
10 月 13 日および 26・27 日の合計 3 日に亘る、合計
20 時限の講義である。例年との違いは、これまで土木
分野において捉えていた景観デザインという行為に、
建築的な視点を加えたこと、そして後述する演習課題
において、「歴史」という要素を盛り込んだことも特徴
としてあげられる。教科書1は同准教授らの執筆による。 
 
図 1 集中講義の様子 
 
1－2 見学会 
座学で一通り基礎知識を講義した後、星野准教授が
設計監理を行われた、曽木の滝激甚災害対策事業の工
事現場見学（図 2）をおこなった。学生たちには曽木
の滝の自然景観と、その風景を壊さないことを意図し
た災害対策工事に触れ、景観デザインの重要性を考え
る貴重な機会となった。 
 
図 2  曽木の滝見学の様子 
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1－3 演習課題 
建築も土木も「機能を有したもの」の「かたちを考
える」という点において共通している。その行為をデ
ザインと言い、「問題の発見と解決のプロセス」と捉え
る事もできる。この講義の後半は、実在する土地を題
材とした、いわゆる Problem Based Learning（PBL）
である。 
課題は、本校周辺の敷地を選定し、その土地を公園
として整備するということである。平成 22 年度の特
徴は、そこに「歴史」というテーマを盛り込んだこと
にある。「歴史的景観」という言葉があるように、人は
景色や建造物などに対して、それにまつわる物語を重
ねて眺める側面がある。例えば参勤交代で熊本城内を
丸腰で通過しなければならなかった薩摩武士のことを
思って、はじめて見えてくる風景がある。 
このように風景のとらえ方と視点を伝えることで、
見た目の操作だけではなく、土地の歴史や個性を活か
したデザインを試みる必要性を説いた。また、歴史を
題材とすることは、自分の住む街を知ることであり、
地域住民との交流や世代交流にも役立つと考えた。 
以上の考えから、図 3 に示す富隈城跡（稲荷山公園
を含む）を取り上げた。設計対象地は、国道 223 号線
（いわゆる観光道路）に接し南北約 250m、東西約
150m、面積約 3.75ha の範囲である。ここは島津氏第
16 代義久によって修築され、1595 年から関ヶ原の戦
いを挟んで 10 年間蟄居した館城跡である。現在は霧
島市の指定記念物（史跡）となっている。対象地内に
岩盤からなる急峻な小山とその岩盤から掘り出された
石垣があり、島津家ゆかりの稲荷神社および稲荷山公
園を含んでいる。 
一方でこの授業の成果が、霧島市の文化財利活用や
観光施策等、まちの活性化活動につながることを意図
した。そこで、霧島市教育委員会より、富隈城に関す
る歴史資料2,3を提供していただくと共に、同委員会文
化財保護課文化芸術グループ長の鈴木順一氏に特別講
義をお願いした。霧島市全域の歴史的文化遺構の存在
と、それらを今後の街づくりにどう活かして行けばよ
いか、という趣旨の講義内容である。 
上記を踏まえ学生たちは、一班あたり 5～6 人の構
成で 7 つの班に分かれ、公園整備の案を競った。課題
は「歴史遺産【富隈城跡】を保存・再生しつつ公園と
して利用する」とした。 
「歴史」という足かせと、起伏のある地形に悩まされ、
卒業研究と並行しながら、学生たちは 2 か月間にわた
るハードな年末年始を乗り切った。年内には図 4 に示
す敷地全体の現況模型（畳一帖分）を全員で作成し、
年明けに提案範囲の模型を班ごとに作成した。対象敷
地の近くに住む学生は課題作成にあたり、地域の住民
に自主的にヒアリングを行った者もいた。 
 
 
1－4 発表会 
この結果は、前述の鈴木講師ほかの方々を招いての
発表会でプレゼンテーションされた。審査委員長は霧
島市都市整備課の川東千尋課長にお願いした。同課か
らは、本校の卒業生である二田氏にも審査に加わって
頂いた。各班、模型と PPT を使って持ち時間 10 分で
発表し、筆者を含む 6 名の審査員による採点の合計点
が競われた。その結果上位 3 班に対して、最優秀賞、
努力賞、アイデア賞の 3 賞が与えられた。 
学生たちは公園の現況を踏査し、問題点や評価すべ
き点を抽出、そして当該敷地をよりよく整備しなおす
というオリジナルの解答を提案した。その過程で「歴
史」という要素を加えたことは、かなりハードルが高
かったと考えるが、各班それぞれ独自の解答を見出し、図 3  課題対象地の説明図 
図 4  現況模型制作風景 
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全班が発表という形にまでまとめ上げた。充実した
PBL となった（図 5）。 
 
2．平成 23 年度景観設計 
 平成 23 年度景観設計は、ほぼ前年度と同じスケジ
ュールで行われたが、違いは熊本大学の星野准教授に
お願いするのではなく、新任の毛利助教を迎えての新
体制で臨んだことと、発表会を地域住民を交えて富隈
公民館で行ったことの 2 点である。 
 
 2－1  スケジュールと座学講義内容の見直し 
 新体制となったことで、スケジュールと講義内容の
見直しを行った。23 年度のスケジュールを表１に示す。 
５C景観設計（後期講義計毎週水曜日1～4時限
通常授業（8:45～12:25）　短縮授業（8:45～11:40）
回 日付 午前（1～4限） 午後 場所 備考
第1回 2011/10/5
0.ガイダンス
1.風景について
2.景観把握モデル
教室
第2回 2011/10/12
3.視角と景観
4.モノのカタチ
5.空間のスケール
6.風景の使い心地
教室
第3回 2011/10/19
7.体験する風景
8.風景とイメージ
9.住民参加
10.風景の規範
教室
第4回 2011/10/26 第2章　人と空間 教室
第5回 2011/11/9
白銀坂・龍門の滝
龍門司坂・高倉展望台
金山橋
城山公園
富隈城跡 現地
事例見学
（終日）
第6回 2011/11/16 見学のまとめ風景の作り方 演習室
第7回 2011/11/30 演習 演習室
第8回 2011/12/7 演習 発表 演習室
公民館
中間発表
(公民館)
第9回 2011/12/21
中間発表からの
修正方針確認
演習続行
演習室
第10回 2012/1/11 演習 演習室
第11回 2012/1/18 演習 演習室
第12回 2012/1/25 事前練習 発表会 演習室公民館
最終発表会
(公民館）
平成23年8月22日
 
受講生はこの科目と同時に卒業論文にも取り組んでお
り、発表の時期が重ならないように配慮している。今
年度は発表を地域住民に聞いて頂くことを最大の特徴
とした。そのため富隈公民館と前期時点から相談を始
め、スケジュールの確保に努めた。また、発表を中間
段階での意見交換会と最終案発表との 2 回に分け、住
民との対話の機会を増やした。この過程で、学生たち
は地域住民の意向を提案に盛り込み、設計をまとめる
ことの難しさと重要性を体験した。 
 講義内容については、再度教科書を読み込み、新規
担当者としての独自の視点を盛り込みつつ、風景の読
み取り方、認識の仕方をよりよく伝えられるよう検討
を加えた。景観や風景といった言葉本来の意味を十分
に吟味することからはじめ、工学的な立場から風景を
取り扱うことを説いた。 
今年度は、景観工学の歴史や景観法の成り立ちにつ
いて、社会背景を解説しながら講義することを加えた
点が、前年度までと違うと言える。また、担当教員の
専門分野が 2 名とも建築であることから、風景と建築
との関わりについても触れながら、解説の幅を広げた
点も特徴として挙げられる。 
 
2-2 見学会 
本年度の見学対象地は、富隈城に関連する場所を選
定した。選定のきっかけとなったのは教科書１にある
「鹿児島 往還からの眺め」である。薩摩藩時代の大口
筋（街道）の一部である白銀坂と龍門司坂（いずれも
国指定史跡）が残されており、島津氏による江戸期の
土木遺構として観察できることに加え、周辺に座学で
説いた景観構造を確認できる視点場や金山橋といった
島津氏明治期の遺構も点在することが分かった。そこ
で事前に現地を踏査しそれらの状況を確認した（図 6）。 
 
図 6  事前調査時の龍門司坂 
 
並行して、これらの景観資源を抱える姶良市の観光
企画課を訪ね、同市が運営する観光バス「あいらびゅ
ー（姶良 view）号」を本見学会で採用させていただけ
るか申し入れたところ、快諾され実現することとなっ
た。景観を工学的に捉えるだけでなく、地域活性の事
業を実際に運営されている様子を知る事は重要であり、
学生の見学会としてはまたとない貴重な機会を得た。 
さらに、見学会当日は白銀坂、金山橋において地域
おこし運動のボランティア活動をされる方々による現
地説明まで加えていただいた（図 7）。 
図 5  最優秀チームの発表の様子と努力賞獲得の模型
表 1 平成 23 年度景観設計講義スケジュール 
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表 2 平成 23 年度景観設計見学会スケジュール 
城山公園では、鈴木氏による姶良カルデラの成り立
ちと風景に関する講義、視点場の確認に加え、国分郷
土館において義久展を見学、島津富隈城の歴史にまつ
わる多くの情報を得ることが出来た。その後、富隈城
跡において現地調査を行い、史実の確認と城跡の現況
を把握した。表 2 に本年度の見学スケジュールを記す。 
 
実施日時 平成23年11月9日（水）8：45～16時
9:00 高専出発 バス移動30分
9:30 白銀坂 見学40分＋バス移動20分
10:30 龍門滝～龍門司坂 見学・徒歩移動40分＋バス移動10分
11:20 高倉展望所 見学20分＋バス移動10分
11:50 滝上展望台 見学15分＋徒歩移動15分
12:20 金山橋 見学20分＋バス移動30分
13:20 城山公園 昼食30分＋見学30分
14:20 国分郷土館 島津義久展見学20分＋バス移動20分
15:00 富隈公園 見学50分＋バス移動10分
16:00 高専帰着
 
2-3 演習課題および発表会 
 見学会および現地調査を行った後、各自の思考過程
を明確化し記録するために、図 8 に示す「まとめシー
ト」を各班に配布した。このシートにより、座学で学
んだ基礎知識、実際の景観構造確認、そして設計対象
地への適用という一連の流れが確認でき、かつ提案を
まとめる際の発案のヒントとなることを意図した。こ
のことで提案内容を一定のレベルに保つことが可能と
なり、その上に各自の案の独自性を発揮できるものと
考えている。 
発表会は、公民館長など地域組織のリーダーを含め
10 数名の方々の参加を得、厳しい中にも学生に対して
温かく期待を込めたコメントを多く頂いた（図 9）。 
 
図 9 富隈公民館での発表会の様子 
各班それぞれの提案の中から 22 年度に習い 3 賞を
選出し本年度景観設計の締めくくりとした（図 10）。 
この成果は公民館による広報、および社団法人日本
広報協会による「広報」誌（2012 年 2 月号 No.717 発
行部数 1 万部）に 5 頁にわたり掲載され、全国の自治
体へ配布された。 
 
図 10 平成 23 年度最優秀作品 
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